東北地方太平洋沖地震に関する（福）精華町社会福祉協議会の取り組みついて

（福）精華町社会福祉協議会

　平成２３年３月１１日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震について、（福）精華町社会福祉協議会では、精華町や（福）京都府社会福祉協議会、京都災害ボランティア支援センターをはじめとする関係機関と連携してさまざまな支援を行っています。

　また、地域住民の皆さまの温かい御厚志を被災された方々へお届けするため、中央共同募金会を通じた義援金の受け付けをさせていただいています。

　さらに、本会は、精華町災害ボランティアセンターとしての機能を有するため、災害ボランティアコーディネーター並びに災害ボランティアと協力し、支援物資の受け付けなどを行いました。

　これまでに本会が行った支援などについては、次のとおりです。

■３月１４日（月）午前９時３０分

　連絡調整会議の開催・・・課長等連絡会議を招集し、今後の被災地支援への対応などについて協議しました。その結果、募金箱の設置、社協職員並びに関係者との協働での街頭募金実施、京都府社協など関係機関との連携強化を決定しました。

■３月１４日（月）午後１時００分ごろ～

　義援金の受付開始・・・被災地に義援金を届けるため、精華町地域福祉センターかしのき苑、精華町社協デイサービスセンターなどに募金箱を設置するとともに、義援金の受け付けを開始しました。

■３月１７日（木）正午～午後２時００分

　街頭募金の実施・・・被災地に義援金を届けるため、災害ボランティアコーディネーター、災害ボランティア、民生児童委員とともに商業施設（せいかガーデンシティー）において街頭募金を実施しました。
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■３月１８日（金）正午～午後２時００分

街頭募金の実施・・・被災地に義援金を届けるため、災害ボランティアコーディネーター、災害ボランティア、民生児童委員とともに商業施設（アピタ精華台店）において街頭募金を実施しました。
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■３月１８日（金）午後３時００分～午後５時００分

　臨時市町村社協会長及び事務局長会議への出席・・・全国社協による全国規模での支援体制構築方針に従い、京都府社協から被災地の現状について報告を受け、府内市町村社協の今後の取り組み方針について協議するとともに、京都府市町村社協連合会から京都府内市町村社協災害時相互支援協定に基づいて、府内６ブロックごとに社協職員の派遣要請を受けました。（精華町社協は山城南ブロック）

■３月２５日（金）午後４時００分ごろ

　災害ボランティアセンターの立ち上げ・・・京都府災害支援対策本部が設置され、精華町においても同時に災害支援対策本部が設置され、同本部から災害ボランティアセンター立ち上げ（第２段階への切替）の要請を受けたことに伴い、災害ボランティアコーディネーター並びに災害ボランティア全員に対して緊急の協力要請を行いました。

■３月２８日（月）午前９時００分～

　支援物資の受付等の協力・・・精華町役場１階において、支援物資の受け付けを開始したことに伴い、災害ボランティアセンターとして支援物資の受付及び仕分けを行いました。
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■４月１日（金）午後０時３０分ごろ

　支援物資の搬出・・・３月２８日（月）から３月３１日（木）までの間、精華町役場１階で受け付けした支援物資を京都府災害支援対策本部が指定する場所（京都向日町競輪場選手管理センター）までお届けしました。

■４月８日（金）～４月１３日（水）

　被災地への職員派遣・・・宮城県名取市災害ボランティアセンターの運営支援を目的として、本会の担当職員（災害担当１名）を派遣しました。現地災害ボランティアセンターでは、県内から来られるボランティアの方々を活動場所まで送迎するための調整手続きを行いました。
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■４月２８日（木）～５月３日（火・祝）

　被災地への職員派遣・・・宮城県宮城郡七ヶ浜町社協の運営支援を目的として、本会職員１名を派遣しました。現地では、社協の業務支援として緊急小口資金の特例貸付を担当し、被災された世帯を対象に当面の生活費を貸付ける業務を行うとともに、災害ボランティアセンターの運営を補助しました。この時期（５０日目）になるとライフラインが復旧し、電気・水道・ガス・携帯電話・コンビニ等が利用できるようになり、ゴールデンウィークということもあり、多くのボランティアの方々が美しい町を取り戻すために、一日でも早い復興を願って活動されていました。
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■５月２６日（木）～５月３１日（火）

　被災地への職員派遣・・・宮城県石巻市社協の運営支援を目的として、本会職員１名を派遣しました。現地災害ボランティアセンターでは、津波によって自宅が被災してしまい、元の生活に戻るためには、がれき撤去や泥出しなどが必要な方々の依頼に応じて、県内・県外から来られるボランティアを派遣する調整手続きを行いました。
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■６月５日（日）午前９時３０分～午後４時００分
　東日本大震災復興支援チャリティーイベント（精華町ふれあいまつり）・・・東日本大震災復興支援チャリティーイベントとして、平成23年度精華町ふれあい纏りに参加しました。会場内に、災害ボランティアセンターコーナーを設け、被災地の活動状況などの写真を展示するとともに、活動啓発の一環として、防災頭巾づくりを実践しました。
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